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るということが示される O このような文化的差異が見られるとき、 Ueda& 
Saiki (prepara tion)の結果から、これまで論じられてきた注意の制御スタイルとは逆の
結果が引き起こされると考えられる。
本研究では研究分担者以外にも、陳蕎(聴講生)、嶺本和沙(M2)が研究に取り組み、実
験計画、準備、結果、考察の面で非常に有意義な意見を述べてくれた。また、実際の実
験の遂行も行った。本研究は2つの研究科、 4つの研究室をまたぐプロジェクトであっ
た。それぞれの研究室の得意分野と専門領域を上手くネ郎、合うことで、認知心理学と社
会心理学を実験心理学という大きな枠組みのアフ。ローチから再検討するという、これま
で成し得なかったことが可能となった。この結果、個々の分野だけからでは得ることが
できなかったであろう成果を得ることができ、それぞれの分野に新たな知見と更なる課
題を与えたことは、本研究の大きな意義であると考える。
なお本研究の成果は、本研究チーム主催のワークショップ及び第 72回日本心理学会
にて発表する予定である。
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